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knowledge and power, and the representation of
the modern identity of Korean Buddhism. During
the colonial period, most Buddhist intellectuals
were involved with the Buddhist journals as
editors or contributors. Therefore, it was
significant to examine the new production of
knowledge and the emergence of Buddhist elites
through the Buddhist journals. In addition, it
focused on Japanese Buddhist publication of the
vernacular journal, Tongyang kyobo, which was
published by Jōdoshū 浄土宗 , the Japanese
Buddhist missionaries’strategies of prosely-
tization in Korea, and the relation between know-
ledge which was constructed and spread by the
vernacular Buddhist journals and modernity of
Korean Buddhism. After encountering Japanese
Buddhism, Korean Buddhism entered the modern
era and attempted to find its new modern
identity. Modern Korean Buddhism had a
complicated relationship with Japanese Buddhist
missionaries. I concluded that the first Buddhist
journal Tongyang kyobo reflected the discourse of
the Buddhist communities and also showed that
Japanese Buddhist missionaries used language to
promulgate their beliefs.
I’d like to express my gratitude to Kanagawa

University and the Research Center for Nonwritten
Cultural Materials for inviting me. In addition, I
wish to express my deepest gratitude to Professor
Sano, Professor Fukuta, my tutor Mr. Cho, Ms

Hikosaka and the staffs in the office of the
Research Center for Nonwritten Cultural
Materials.

表 紙 写 真 資 料 解 説

横長の『朝鮮神宮全景図』（辻子実コレクション）に年
紀はないが、左下隅に書かれた「朝鮮神宮略記」の記事の
末尾に「大正十四年十月御造営を竣へ同月十五日勅使御差
遣の上極めて荘厳に鎮座祭を執り行はせられたり」とあり、
大正十五年の朝鮮神宮の様相が描かれているものと判断さ
れる。画面右下方の長大な石段は 384段からなる大石段。
左上方には、拝殿および瑞垣で囲まれた本殿からなる社殿
群。当時の朝鮮神宮の様相が詳細に描かれている。
一方、現状写真（稲宮康人撮影）は当時の拝殿前あたり

から本殿方向を写したもの。池の手前から後方の山の頂
（テレビ塔）に向かう軸線上に本殿があったと思われる。
その軸線は現在も生きている。
この絵図や写真は、「海外神社（跡地）に関するデータ
ベース」（http://www.himoji.jp/himoji/database/db04/）
で公開している。同データベースは、3月に発足した海外
神社研究会の協力によって拡充を図っており、内容的にも
さらに充実させていくつもりである。

研究発表　（2月 24日）

川崎大師　聖徳太子年祭
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中国広東省の水上居民を訪ねて

2009年度は１名の学生を海外提携機関に派遣しました。

漁業や水運業を営みながら船で暮らす人々は、多くSea
Nomads、漂海民、水上居民、水上生活者などと呼ば
れる。中国において、こうした人々の居住地域は福建・
広東・広西の海や河川に最も集中している。彼らは、歴
史上「蜑民」・「 民」・「 戸」などと称され、一般的に
陸地に定住する人々からの差別と排除を経験してきた。
また、その起源が少数民族とされるなど、中国社会にお
ける多数派の漢民族とは異質の存在として位置づけられ
ることも多かった。しかし、1950年代に全国各地でお
こなわれた民族識別工作で各地の蜑民は漢民族と認定さ
れ、その呼称も水上居民へと改められた。これまで、水
上居民と呼ばれる人々に関する研究は、主に香港や広東
省を中心とする広東研究の中でおこなわれてきた。
2007年から、福建省南部を流れる九龍江で漁業や水上
運搬業に従事しながら、長らく船上生活をつづけてきた
「連家船漁民」と呼ばれる人々の生活を研究しはじめた
私にとって、水上居民研究の本場ともいえる広東省へ赴
き、彼らの暮らしぶりを肌で感じたいというのが、いつ
しか大きな望みとなっていた。
そんな中、2010年 2月 27日から 3月 18日までの日
程で、派遣研究員として広東省中山大学の非物質文化遺
産研究中心を訪れることができるという幸運に恵まれた。
この滞在中、私は広東省に暮らす水上居民の歴史と現在
の生活について把握することを研究課題とした。中山大
学は、その前身であった嶺南大学時代から、珠江流域で
生活する水上居民に関する研究に力を入れており、成果
論文も多いため、滞在期間の大部分は大学での資料収集
に充てられた。しかし後半の 4日間は、劉暁春教授の

紹介で、中山大学のある広州市から 300kmほど離れた
汕尾市の漁村、Y新村を訪れることができた。
Y新村の眼前に広がる汕尾港は、中国の「全国六大

特等漁港」にも数えられ、漁業や海運のさかんな港湾で
ある。大小さまざまな漁船が並び、船に住む人こそみら
れないものの、出港前に船首で「船頭公」という神明に
線香と紙銭を捧げ、豊漁と安全を願う夫婦の姿などをう
かがうことができた。私はここで初めて、汕尾港に船を
停泊させる人々が、「浅海漁民」・「紅衛漁民」・「 船漁
民」と呼ばれる 3つのタイプに分けられることを知った。
浅海漁民とは、以前から陸上に家を所有し、浅い海域
で漁をおこなった人々を指している。彼らは、漁業のか
たわら、農業をおこなうこともあったようである。紅衛
漁民と 船漁民はいずれも、かつては陸上に土地や住居
を所有せず、船で暮らしながら漁をおこなう水上居民で
あった。紅衛漁民とは、日中戦争前後に、珠江デルタ周
辺や広西チワン族自治区から汕尾新港へ移動してきて、
水深の深い海域で漁をした人々を指す。福建省南部と並
ぶ閩南方言圏の汕尾にあって、紅衛漁民同士は現在でも
日常的に、出身地域の方言である広東語を話すという。
船漁民とは、清の乾隆年間に汕尾の諸地域や隣の恵州
から汕尾港へ移動し、中海と呼ばれる海域で漁をおこ
なった人々のことである。彼らは日常的に閩南方言を話
し、中海と呼ばれる海域で漁をして汕尾へ帰港するとい
う船上生活をつづけていた。この 船漁民の人々が
1950年代になって手に入れた定住拠点が、現在の Y新
村である。
Y新村の人々は、日本から訪れた突然の来客をとて

名　前 派遣先 派遣期間

藤川　美代子 中山大学　中国非物質文化遺産研究中心 2月 27日～ 3月 18日

藤川　美代子（歴史民俗資料学研究科　博士課程3年）
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も親切に迎えてくれ、彼らのあいだに伝わる「漁歌」の
練習風景や、最近になって新しく建てたという村内の廟
宇を快くみせてくれた。私が福建省の漳州市で連家船漁
民の研究をしていることを告げると、漁民のおばあさん
たちは「あら、私たちの祖先は皆漳州から来たのよ！だ
から、私たちも漳州と同じ閩南方言を話すの」と口をそ
ろえ、私も 船漁民と呼ばれる人々を、より身近に感じ
ることができた。その一方で、福建省の連家船漁民と
船漁民がともに廟宇の中で祀っている「媽祖」や「水仙
爺」といった神明は、同じ名称で呼ばれても、そこで語
られる由来は多少異なることがわかった。
たとえば、連家船漁民たちが祭祀する媽祖は、福建省
莆田市の 州島出身とされ、航海や海上の安全を守る 1
人の女神である。他方、 船漁民のあいだで媽祖は「大
媽」・「二媽」・「三媽」という 3姉妹として祀られ、廟宇
にも 3体の神像が安置されている。大媽・二媽・三媽
の順に、長女（媽祖自身）・次女・三女を表すという。
さらに、この 3体の神像がこの廟宇へ至った経緯から
は、中国特有の歴史事情がうかがえる。もともと媽祖三
姉妹の神像は、汕尾港に浮かぶG島の海辺に安置され
ていたという。 船漁民たちは、出港と帰港の際に必ず
G島の媽祖三姉妹の前を通り、豊漁と航海の安全を祈っ
たという。その後、Y新村に土地を得てからも、漁民た
ちは漁に出るたび、ここを通っていた。しかし、1960
年代に迷信打破運動が始まると、媽祖三姉妹の神像が燃
やされることを危惧した漁民たちによって、それらの神
像は当時革命とは無縁だった香港へ運ばれた。この経緯
について詳細を聞く余裕がなく、どのような関係をたど
り、香港のどこへ運ばれたのかわからないが、とにもか
くにも、媽祖三姉妹の神像は文化大革命の時期を無事に
過ごすことができたのである。その後、各地で廟宇が復
興し始めた 1992年になって、媽祖三姉妹は香港から
船漁民たちの元へ戻り、現在の廟宇が建てられた後に、
ほかの神明とともに安置されることになったという。
水仙爺は水仙（尊）王とも呼ばれ、福建省の連家船漁
民も 船漁民も、村に建てられた廟宇の主神として祀っ
ている。連家船漁民のあいだで水仙爺は戦国時代の楚の
政治家であり詩人でもあった屈原が転化して水神となっ
たものと考えられている。これに対して、 船漁民たち
によれば水仙爺とは、夏の国を開いた帝王とされる禹が
神明となったものであるという。禹は大洪水を治めた大
功をもつことから、水上の安全を司る神明となったと考
えられているようである。

これまで福建省南部の河川下流域に位置する漁村でし
か調査をしたことのなかった私にとって、汕尾港という
大規模な海港を根拠地としてきた 船漁民たちと出会え
たことは、大きな収穫であった。とりわけ、福建省で連
家船漁民と呼ばれる人々と、 船漁民たちをとり巻く環
境には共通する点も多く、それゆえに両者のあいだにあ
る差異も引き立つという発見があった。たとえば、連家
船漁民と 船漁民はいずれも閩南方言を話す人々であり、
共同で祭祀される神明には共通点もあった。また、どち
らも陸上に定住する際、農村部ではなく比較的繁華な市
街地にその根拠地を得て、現在でも漁業に従事する人が
少なくないという点も似ている。しかし、詳しくみてみ
ると、同じ名称、似通った発音で語られ、性格や誕辰も
同じにみえる神明が、異なる由来をもつことなどがわ
かった。こうした相違を小さなものとして切り捨てず、
そこから両者をとり囲む社会についてより広い視点で理
解する必要性を痛感した。

写真１　 汕尾港

写真２　 漁船で船頭公を祭祀する夫婦
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ハイデルベルク大学

この度、神奈川大学日本常民文化研究所付置非文字資
料研究センターと、私共ハイデルベルク大学の COE
（The Cluster of Excellence）「グローバルな文脈にお
けるアジアとヨーロッパ：文化の流れにみる非対称性の
変遷」は、研究協力を推進することとなり、学術交流・
提携事業に関する覚書を取り交しました。具体的には、
シンポジウムへの研究者の招聘、若手研究者の短期交流
の促進を計画しています。このうち、第一回目の短期交
流として 2010年に神奈川大学からの研究者を招聘いた
します。その他にも、ニューズレター、研究成果報告書、
及びその他刊行物の相互交換を行っていく予定です。

１．クラスターの概要

私共クラスターは、ドイツ政府が国内に世界最高水準
の教育研究拠点を形成することを目的に実施する
「Exzellenzinitiative（エクセレンス・イニシアチブ）」
プログラムに採択され、2007年 10月に発足したもの
で、ドイツ版のグローバル COE拠点に相当します。
クラスターは４つの研究領域―統治と行政、公共領域、
衛生と環境、歴史と文化遺産―に属する 70以上の研究
プロジェクトにより構成されており、現在 200名の研
究員がアジア・ヨーロッパ間における文化交流のプロセ
ス―文化、社会、政治等関連諸分野における非対称性―
に関する研究活動を行っています。
なお、奨学金の半数は、アジア各国からの優れた若手
研究者に付与されています。

２．クラスターの教授陣

クラスターはインド学教授のアクセル・ミヒャエルス、
中国学教授のルドルフ・ワグナー、並びに文化歴史学教
授のマドレーヌ・ヘレンーオシュの 3名の監督の下運
営されています。
また、クラスターにはドイツ初となるグローバル美術
史教授を始め、文化経済史、思想史、ビジュアル・メ

ディア人類学並びに、仏教学の分野で 5名の専任教授
が常任しており、学際的な研究環境の中、文化交流学の
大学院プログラムの運営も行っています。

３．今後の取り組み

更に、クラスターは、“Heidelberg Research Arch-
itecture”（HRA）と呼ばれる独自の研究用システムの
開発を進めています。HRAは、複数の学問分野間の情
報交換を促進するための新たな取り組みであり、現在
20以上のプロジェクトにより構成されています。様々
なデータベースを作成し、コンセプト、テーマ、文献、
テキスト、画像や動画等を保存することで、研究者が場
面に応じて情報の利用をすることが可能となっています。
「多文化画像データベース」はその一例で、現在
40,000画像が保存されており随時利用可能です。
その他にも、クラスターは、文章比較や言語資料の引
用検索を可能とするツールの開発も進めています。

４．おわりに

今回の学術交流覚書の締結に伴い、両大学の交流が今
後、更に緊密となり、より多くの学術情報が活発に交換
できるようになることを大変期待しています。

COE（The Cluster of Excellence）「グローバルな文脈における
アジアとヨーロッパ：文化の流れにみる非対称性の変遷」

Alexander Häntzschel・島津　万里子（クラスター事務局）

クラスター施設（ハイデルベルク大学　カール・ヤスパースセンター）




